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～12/28 オーロラの変化～ 
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 この日は、天気予報では「曇り」だったが、実は非

常に薄い雲（巻層雲）しか出ていなかった。シーイン

グ（空の透明度）は悪いものの、星も月も比較的クリ

アで、どうやらオーロラは見えそうだった。 

 

 前日は森の中で撮影して、手前に針葉樹の木々があ

る構図だったので、今回はもっと開けた場所で撮りた

かった。明るいうちにロケハンをしておいたポイント

で、さっそく撮影を始めた。ここは疎林はあるものの、

北側が非常に開けていて、オーロラの全体像を観測す

るには、大変適した場所である。 
 到着時にはすでにオーロラが出現していた。上の写

真はその左（西側）３分の１の像である。地球規模で

見たオーロラは、極地方を取り巻くリング状の実体で

ある。地上からは、地平線に阻まれてリングの全体像

は見えない。その「弧の一部」を切り取って見ている

というイメージである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ページ下の写真は、地上から見えるオーロラの全体

像である。超広角レンズでも全体は収まらないので、

３枚の写真をつなげて作ってみた。緑一色に見える虹

のようなこの姿は「アーク・オーロラ」と呼ばれ、オ

ーロラが静穏な状態の時の典型的な姿だ。よく見ると、

オーロラの帯が、画面奥（北側）に向かって、幾重に

も連なっている様子がわかる。 

 

 オーロラの活動が活発になると、アークの一部が持

ち上がるように見えたり、二重になったり、縦縞構造

（オーロラ・レイ）が顕著になってくる。 

 

この時、オーロラに向かってモーゼのように両手を上

げて「オーロラよ、いでよ！」と叫ぶと、効果的だ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

（３ページ目に拡大写真） 
 オーロラが更に活動的になると、アークの形は崩れ

て、自由自在に形を変えるようになる。上写真は、バ

ンドオーロラが「つ」の字に変化した様子だ。 

 

 撮影場所は、国道脇の安全なパーキング（駐車帯）

である。夜間はほとんど車が通らないが、シャッター

を開けている時に車が通ると、写真全体が真っ白にな

って失敗に終わる。 

 
 三脚は日本から持参した。雪の上に置くので、なる

べく重い三脚のほうが安定するが、移動時に持ち歩く

のが大変だ。防寒具は「上州屋」（釣具の専門店）で

買った。ちょっと重いが、防寒性能は抜群。 

 

（３ページ目に拡大写真） 
 オーロラが更に活発になると、バンドの下端が桃色

に染まる。この姿のオーロラを「タイプ B のオーロラ」

「タイプ E のオーロラ」と呼び、オーロラ観望者にと

っては、一番見たいオーロラの姿である。 

 

Type-B / Mar. 2012 / Porjus Sverige 

 

Type-E  / Feb. 2013 / Porjus 
 タイプＢとＥのちがいは、動きの有無にある。激し

い動き（カーテンを揺らしたような動き）をしている

場合をタイプＥと呼ぶ。今回のものは、非常に激しく

動いていたのでタイプＥと判定できる。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


